
  

１ 発注者の能力と工事の態様に応じた多様な調達手段の活用方策  

○機械、設備工事など高度かつ特殊な分野等において、詳細設計付発注方式、設計・施工一 
 括発注方式といった多様な入札契約方式を導入 
 
○併せて、発注者の体制、能力を補完するためＣＭ、ＰＭ方式導入を試行 
 
○この前提として、発注者支援制度、現行の三者協議の活用 

２ 建設業者の特性等に応じた適切な市場の設定 

○市区町村向けの簡易型の総合評価実施マニュアル（施工計画を求めず、施工実績、工事成 
  績等により評価を行うもの）の作成・活用 
 

○入札監視委員会等第三者機関の運営マニュアルの作成・活用  

○一般競争入札の拡大に対応し同様の特性を持った建設業者間による適切な競争環境の整 
 備が必要 
              

  ・地域の実情に即し、工事の態様・規模、建設業者の特性に対応した適切な発注標準、入 
   札参加条件の設定 
  ・地域経済や災害等の危機管理等地域への配慮 
   ・特定ＪＶにより行っていた難易度の高い工事等のうちＣＭ、ＰＭ方式で対応できるものにつ 
   いて導入を試行 
 
○地域の実情、工事の態様・規模に対応しどのように発注標準等を設定するか、また、どのよ 
 うな工事にＣＭ、ＰＭ方式を活用するかについては引き続き検討 

○最低制限価格制度及び低入札価格調査制度における失格基準の導入・活用 
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新たな競争時代に対応した地方公共団体の入札契約制度改革支援方策 

３ 総合評価方式の拡充等 

４ 低入札対応 
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